



























第二章 ── 遡りの近現代史学習 ─ 和光鶴川小学校の歴史教育
第三章 ── まとめと今後の課題
【Abstract】This paper focuses on History Education. There are three types how to construct edu-
cational contents, namely a chronological approach to history, an approach to concentrate on
modern and contemporary history and an approach to focus certain topics or events. The author
reviewed recent trends of History Education. As a case study, the author took up practice by Mr.
Yuichi Oono, targeted at sixth grade children in Wako Tsurukawa elementary school, and the
author characterized Mr. Oono’s practice as a type of concentrating to modern and contemporary
history. The author investigated his educational method from the viewpoints of cognitive devel-
opment of children and educational values. The author paid attention to his sense of the time, such
as  "an era of parents", "an era of grand parents"  and also his narrative materials which were












扱った資料は、和光鶴川小学校の 2012 年度 6 年 1 組（担任大野裕一教諭）の学級通信
『アシビナー』（123 号まで発行）、2012 年度の社会科カリキュラムと 6 年生の年間カリキュ



































児玉康弘は、1970 年 3 月から 74 年にかけての狂乱物価やトイレットペーパー・パニッ



















































































の社会科（2002 年）は、全学年を貫く 7 つのスコープ（歴史、社会の人々、地理、経済、政治、
市民の権利と責任、社会科技能と方法）をもっているが、シークエンスと組み合わされてカリ
キュラムを構成している。シークエンスの方は、幼稚園から第 6 学年で「地理的に学習活








4、5 年の社会科については 1970 年代の終わりに子どもの主体的な探求を通して地域の歴
史に視野を広げる実践が生まれていた。














































資料は、和光鶴川小学校での 2012 年度社会科カリキュラム、6 年生の年間カリキュラム、























































6 年生になると、1 年間を通じて歴史学習となる。まず日本の歴史の流れを 6 時間で大ま




















4 月の 3 週間 6 時間にわたって、大野学級ではまず社会科の教科書を読んだ。その中か
ら子どもたちが興味を持ったテーマを各自選んで、新聞にまとめ、クラスに報告している。
泰人は「戦国の戦い」新聞を作り、武将にまつわるクイズを 7 つ作った。孝介は古墳と渡















政治経済 社会生活 文化 事例数






中世 鎌倉、室町 源平の戦い 室町文化（舞、書院造り） 11人
金閣寺銀閣寺
戦国 武将クイズ等 鉄砲




近現代 東京大空襲 沖縄戦、ひめゆり学徒 クラーク博士、野口英世 5人
夏目漱石
































で区分され、おおよそ①は 2000 年代以降、②は 1980 年代後半から 90 年代、③は 1950 年
代から 70 年代あるいは 80 年代前半まであたりをさしていると考えられる。
この時期区分と学習のねらいにみられる小学校歴史教育の考え方は、第 1 に事件史中心
































































阪神・淡路大震災を小学校 4 年生として経験したＡ教諭が自分の体験を 6 年生に語る授

























































2012 年度は 15 人から丁寧な回答が寄せられた。15 人の内訳は男性が 7 人、女性が 6 人、
性別不明が 2 人で、出生年は不明の 2 人を除くと 1930 年から 45 年の 15 年間に収まって
いた。現在 82 歳から 67 歳、多くは日中戦争、太平洋戦争のさなかに物心がついた、ある
いは思春期を過ごした人々である。
「おじいちゃんおばあちゃんの生きてきた時代調べアンケート」は、3 つの大きな設問か













出生年 男性 女性 計
〜1930 - 1 1
〜1935 2 2 4
〜1940 4 2 6
〜1945 1 1 2
〜1950 0 0 0




















第 1 の設問から祖父母の回答をみておきたい。目立った回答の第 1 は、幼児期から 10
代前半で体験した、子どもとしての戦争体験で、10 名があげている。敗戦前後のモノ不足、
勤労動員、疎開経験などは 12 名の祖父母が戦争体験としてあげていた。
「1941 年太平洋戦争が始まったとき、私は国民学校の 1 年生だった。4 年生になる頃




































なる。1930 年生まれ（1 人のみ）はすべて戦前のトピックだったのに対して、1944-45 年生











































































高座に席を与えられたとか、中学進学率が同世代 1 割から 10 割への転換に遭遇した印象
は大きかっただろう。しかし、小学生に「学歴社会化」というテーマを考察することは確
かに難しい。ところがもう一方では、ちょうど子どもたちが自分の将来を考え始める時期
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